


















































































































































録された幾つかの客観的な資料が存在することに気がついた。資料の分析によって分かってきたのは、春夫の「台湾もの」が出来事の内容や前後関係については抜群の明瞭さを持っているのに対し、日数を数え り暦に結びつけたりする二次的な作業に不正確さがあるということである。はっきりした日付ほど出来事の連続性 混乱を与えており、信憑性が疑問視されるという厄介なねじれ 持っ いる。改めて外部の記録に基づく行程表の再検討を必要と考える次第である。
なお、本稿で扱う資料のうち、下村宏日記の記述と能高













に任せたものではなかった。嘉義に来て鉄道の破損状況から阿里山登山を断念し、駒を先に進めて二八水（現二水）から日月潭を目指したものの、やはり線路の損壊で途中の集集に一泊しなくてはならなくな （ 「旅びと」 『新潮』一九二四・六） 。その上集集では、 〈霧社の蕃人蜂起の事を聞いて、前程にまた新らしい障害の生じたのを知り、この蕃情を知るため 予定外の一日 日月潭で宿泊する事になつた〉ともある（ 「かの一夏の記」 ） 。
文中にいう〈霧社の蕃人蜂起〉とは、正しくは霧社北方



















打狗の出発日にも異論を挟む余地は くな 。阿里山に登るつもりで〈嘉義といふ町へ行つ のだが 嘉義で無駄に二日泊 て、朝の五時半ごろに汽車でそ 町を出発した〉（ 「蝗の大旅行」 『童話』一九二一・九） 。これが九月一八日
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〈濁水渓が氾濫して川に沿うた線路が洗はれて仕舞つたとのことで二十町ばかり歩かされ 、 また汽車を乗り継いだ〉という。 そして湳仔 ら台湾製糖埔里社
11の台車に乗れば、




蜂矢説と邱説で意見が分かれてきた部分である。これに関して最近、私は〈惜字塔〉と署名のある山岳紀行文「能高越」 （ 『ゆうかり』一九二七・一）の中に、春夫の能高駐在所宿泊日を確定する記述があるこ を発見し
13。惜字塔と
は、 孤羊とも号した台湾の俳句愛好家・三上武夫（一八八三～一九四〇）のことであ 。三上は山岳紀行にまつわる文章と俳句を数多く残しているが、 「能高越」は一九二六年一〇月初旬の台湾山脈横断旅行を叙したもので、そのルートは台中発霧社泊（一日目） 、ボアルン、トンバラ、尾上の各駐在所で休息しながら能高駐在所泊（二日目） 、寄萊主山南峰を登頂後、再び能高駐在所に戻り（三日目） 、東能高、寄萊渓 経て坂辺駐在所泊（四日目） 、最後は花蓮港庁（東海岸）の初音に下山するという五日間の行程 った。
能高駐在所は「霧社」にも〈立派な檜造〉とみえる御殿





これはその攻略時の山間ルートを中央横断道路として一九一八年に整備した際、帰順した原住民に労役を課して作らせたものである（ 【図１】 ） 。この駐在所はスレートの厚い擁壁に囲まれ、八畳間二室の豪華な客室に檜風呂まで備えていたが
14、 三上は客室に置かれた宿泊記念帳の中から、
六年前ここを訪れて佐藤春夫が残 筆跡を発見している。









【図 1】「檜御殿」と称された能高駐在所宿泊所の絵葉書（筆者蔵）。春夫は 1920 年 9
月 22日に宿泊し〈本是山中人〉と書き残した。
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年六月二七日、芥川の第一短篇集『羅生門』の出版記念会が京橋南伝馬町のメイゾン鴻の巣（一九一六年一〇月二三日移転開業。旧住所の日本橋と誤記する文献が多い）で開かれ、春夫も発起人の一人として列席したとき、店主が持ち出した大きな画帳に六朝体まがいの字で芥川が揮毫した言葉であるという。春夫はその折の光景を追悼文「芥川龍之介を憶ふ」 （ 『改造』一九二八・七）や『わが龍之介像』（一九五九・九、有信堂）のあとがきで回想している。いかにも都会人らしい芥川が〈山中人〉を名乗ったことがよほど印象深かったらしく、記念会の三年後ひそかに台湾 山中で芥川を摸倣したのはいたずら心か、あるいは屈託の表現だろうか。この旅が作家活動の継続も危ぶまれる鬱屈をやわらげるために行われ ことを考えると、能高山中 ランプの下で一人、芥川 華々しい栄光 一日を思い起こしている春夫の複雑な心境が偲ばれる。
それにしても、このひそかな置土産が、六年後の登山客




だった。 しかし偶然にも守られたその内容から分かるのは、春夫の宿泊日が九月二二日だったことである。集集の出発後、日月潭、埔里、霧社を経由して翌日能高駐在所に到着する経路だから、 数を数えれば二二日は到着日の日付であり、出発 ではあり得ない。ここから再び 付を辿り直せば、一九日日月潭泊、二〇日埔里泊、 一日霧社泊、二二日能高駐在所泊が確定する。
この推定は現在一般的な邱若山の二三日泊説と一日のズ









問題にせざるを得なくなった。 「霧社」には先の引用に続けて、 〈台中市に入る前夜、無名の山駅で名月に遭遇したのだからそれが当時の日附の代りになる〉とあり、 「殖民地の旅」にも〈集々街から日月潭を経て埔里社に到り、蕃情不穏 霧社より能高に登つて再び埔里社 帰り、その附近の無名 山駅でこの年の名月 賞した〉 と書かれている。だが、能高宿泊が一日早ま ば、 〈無名 山駅〉への到着も九月二五日（旧暦八月一四日）と一日早まるこ になり、十五夜の月は台中で見た計算になる。飽くま も春夫の記述を信じるなら 霧社三 か、最後の一泊を埔里泊とするか、いずれかを想定して邱説から除いた 月潭の二泊目をこちらに廻す必要がある。この不都合を意識してか、蜂矢説は二四日までし 推定を行っていない。
結論から言うと、この空白の一夜を補う必要はないと本


















行第一日目のこの日（ 【図２】 ） 、台中州協議会員は台中州庁舎会議室に召集され、午前八時から台中州長加福豊次による総督告諭の朗読を聞いた。これに対して協議会員代表からの答辞があり閉会。そ 後、 市役所での市制施行式典、郡守・街庄長の任命式、台中神社参拝といった行事が一一時半まで続いた。むろん祝賀会もあり 州 合同開催で午後六時に台中公会堂で挙行された 台中州協議会員だった林献堂が行事を欠席することはあり得ない
17。もっとも、午























井光次郎の日記（国立国会図書館憲政資料室蔵）から見つかった。石井光次郎は一八八九年生まれ。一九二〇年当時は数えの三二歳。一九一四年、東京高等商業学校卒業。警視庁保安部を経て、台湾総督府総督秘書官兼参事官（在職期間一九一五・一 ～一九二二・五） 。下村の抜擢による人事だった。一九二一年 月から辞職まで欧米出張の ち、退官後は朝日新聞に入社し 官界から民間に転じたあとも長く下村の懐刀であった人である。一九 六年 日本自由党から政界入りを果たし、 ちに自民党石井派を率いる重鎮として、運輸大臣、副総理、通産大臣、法務大臣等を歴任した。
森書簡にも、 〈予て下村長官は台湾紹介の為め著名文士
優待の意思あり其部下に在る石井秘書官も此意を承け此側に尽力する筈〉 （八月二六日付）と見えている。春夫が旅行中、総督府の賓客としての待遇を受けられ のは、同郷和歌山の出身で海南の号を持つ歌人でもあった下村の優遇策によるもので、そ 実務を担当したのが石井だっ で
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一八九六～一九七七、台湾新聞社台北支局員）との関係のみに注目してい が、こ 依頼にはもう一つ裏側があったのである。 台湾新聞社からは厦門旅行の前借りをしており、石井には旅行中多大な恩恵を受けている。これで さす
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時二三分台北着である。長官官邸の到着は昼頃になる。夜行であれば午前二時三〇分台中発が七時二分台北着である。これなら朝のうちに訪問することは可能だが、朝 いたばかりの春夫について、 〈此頃上京〉と書き残すのはかなり不自然である。 〈宅にあり〉という表現も一度森の家に落ち着いたという含みを持つ。この日記の記述 また、林献堂との一日会見説（ 日台北到 説 を否定するもではないだろうか。
やはり、春夫が言う名月鑑賞の日付には記憶違いか虚構
があり、それに囚われずに作中 記事を単純に数える が正しいよう ある。 「サラマオ事件」発生の九月一八 を集集泊と定め 書かれた出来事のみを時系列 そっ 並べ
て行けば、その旅程は能高駐在所の画帳の日付とも、林献堂のスケジュールとも、石井光次郎日記の文言とも特に齟齬をきたすことはない。すなわち、九月三〇日に林献堂を訪問、台中に戻って一泊。一〇月一日は余裕をもって縦貫線に乗り、地方自治制度施行初日の祝賀ムードに湧く台北に到着。 森丑之助の家に旅装を解いて土産話に花を咲かせ、翌朝総務長官官邸を訪れて無事の到着を報告する。春夫行動が自然な流れとして理解できるようになる。
森のプランの謎は、未明の二時半に出る夜行に乗るよう






























































朝、霧社を発ち、眉渓まで約六キロを歩く 埔眉軽便鉄道（台車）で埔里へ。夜、 亀仔頭（推定）に着く（轎を使用か。所用八時間半） 。宿泊先未
詳
25。美しい月を





























































くした群集の万歳を叫ぶ歓声の中に、浮かない表情で取り残された二人の男がいただろう。いまこうして旅程表をまとめてみると、遠い日の彼ら 屈託した横顔が、歴史の闇の中から朧ろに浮か でくる うな気さえ るのである。付記
　
本稿を草するにあたり、国立国会図書館憲政資料室









（二〇〇三・三、新宮市立佐藤春夫記念館） 。牛山百合子翻刻中の二か所の未読個所（ 〈岩澤枝〇〉六頁および〈新元枝〇〉一六頁）は、それぞれ岩澤技師（営林局嘉義出張所技師・岩澤潔） 、新元技師（台湾総督府鉄道部技師・新元鹿之助）と読める。
2 
「低気圧は頗る猛烈だが▽八重山と沖縄の間を北に外れ本島は無事ならん （台北測候所長談話） 」 『台湾日日新報』一九二〇・九・三、 七面） 。
3 
「一昨夜来の風水被害▽諸川氾濫、交通杜絶、電線切断、家屋倒潰」 （ 『台湾日日新報』一九二〇・九・四、 七面） 、 「烈風の咆哮物凄く猛雨車軸を流すが如し／暴風来！暴風来
‼／交通通信の途絶え台北は孤立の状態となる／近来稀
有の低気圧／三十万円の工費で 設した許りの台北橋は流出／汚穢極る泥の海＝水の町／悲惨＝悽愴を極む」（ 『台湾日日新報』一九二〇・九・五、 七面）など。
4 
当初は「下村長官出張▲来月六日頃台北発」 （ 『台湾日日新報』一九二〇・八・二九、 二面）と九月六日か の出張予定だったが、 長官巡視延期 暴風雨 害 為め」 （同、
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一九二〇・九・五、 二面）ということになり、再度「長官巡視予定▲十二、 三日頃出発」 （同、一九二〇・九・九、 二面）と予定が組まれたが、これも結局延期になる。
5 
〈下村総務長官は新制度実施後の状況巡視の為め中南部に向け十三日台北出発に決定したる 地方の状況に由り来月上旬に延期したりと〉 （ 「長官巡視延期▲来月上旬出発」 『台湾日日新報』 一一、 二面） 。
6 
邱若山「佐藤春夫台湾旅行行程考」 （ 『稿本近代文学』一九九〇・ 一一） 。のち『佐藤春夫台湾旅行関係作品研究』（二〇〇二・九、致良出版社）に収録された。
7 
「兇蕃分遣所を襲ふ▽詳細尚取調中」 （ 『台湾日日新報』一九二〇・九・ 一九、 七面） 。
8 
「サラマオ遂に反抗／合流分遣所を焼打し▽椚岡駐在所に殺到す▽我が警備員続々戦死」 （ 新報』一九二〇・九・二〇、 五面） 。
9 
「妊婦の腹を抉り胎児を馘首す／人間に非ず彼等は野獣なり／サラマオ蕃の兇暴」 （ 『台湾日日新報』一九二〇・九・二一、 七面） 。作品「霧社」の末尾で、 〈Ｍ氏〉（森丑之助）は、 〈彼等の宗教上に無意義な惨虐を楽しむやうな風習は、彼等の古来の習慣には少しも発見出来ない事実である〉と述べ、暗に強引な「理蕃政策」が原住民の価値観を破壊し、無意味な嗜虐に趨らせていると嘆
いている。この記事を見ての反応だったろう。
10 








南洋館については、八月 二日付森書簡に同封された日程表の初稿 見える （残された 程表は二枚ある） 。ただ、現地の案内者は台湾 の職員であ ため、森の推薦にかかわらず、集集館の方を勧めた可能性もある。いずれも鈴木常良編『台湾商工便覧（第二版） 』 （一九一九・一一、台湾新聞社、第四編三一一頁）に見え、場所は至近（現地調査による） 。
13 




行かれる▽横断道路と駐在所」 （ 『台湾日日新報』一九一八・二・二〇、 七面）による。
15 








記念絵葉書」 が一〇月一日に発行された所だった （ 【図２】 ） 。
一九一七年二月には、来台画家石川寅治の南部旅
行に随行し、台南大南門で並んでスケッチしたことを報告している。 （ 「マラソン競走賞牌の図案」 『台湾日日新報』一九一六・三・二六、 七面、 「自治紀念の絵葉書／十月売出す」同、一九二〇・九・ 一七、 七面 蜂谷生「絵の旅より（上） 」 「同（下） 」同、一九一七・三・四、 四面 同、一九一七・三・八、 四面） 。
19 
佐藤春夫の離台を伝える人事欄記事に一致する。 〈佐藤
春三氏〉 〈成富六三郎氏 （南国公司） 〉 （正しくは公三郎） 〈鹿倉吉次氏（大毎記者） 〉 〈昨日内地へ〉 （ 「人事」 『台湾日日新報』一九二〇・ 一〇・ 一六、 二面） 。
20 


















庭上に食卓数基を置き小宴を張るビールありサイダーあり台湾料理に舌を打ちつゝ空腹 充たす〉と見え、亀仔頭には十分な宿泊施設があったことが分かる（然堂「討蕃従軍記（一） 」 『台湾日日新報』 一九一四・五・ 一七、 二面） 。
26 
『台湾日日新報』 （一九二〇・ 一〇・二、 二面） 。
27 
宮崎震作「はがき随筆
　
佐藤春夫と南方芸術」 （ 『台湾日
日新報』一九三九・五・二六、 六面） 。
（こうの
　
たつや・実践女子大学教授）
